
(57)【要約】

【課題】材料コストが安く、製造歩留まりを高くできる

ようにした超音波探触子及びその製造方法を提供するこ

と。

【解決手段】一面側に形成された上面電極７、及び他面

側に形成された下面電極９を各々有し、所定間隔を存し

て並列に配設された複数の圧電振動子１と、これら圧電

振動子１の上面電極７に電気的に接続された第１のフレ

キシブルプリント基板８と、一端側が略先鋭状に形成さ

れる複数の電極部１１を所定間隔を存して並列に配設し

、電極部１１の他端側を複数の圧電振動子１の少なくと

も２個以上の圧電振動子の下面電極９に対し一個の割合

で電気的に接続させる第２のフレキシブルプリント基板

１０と、複数の電極部１１の一端側にそれぞれ導電ペー

スト１６を介して電気的に接続されるリード電極１５を

有する第３のフレキシブルプリント基板１２とを備える

。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 面 側 に 形 成 さ れ た ア ー ス 電 極 、 及 び 他 面 側 に 形 成 さ れ た 信 号 電 極 を 各 々 有 し 、 所 定 間 隔
を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ た 複 数 の 圧 電 振 動 子 と 、
こ れ ら 圧 電 振 動 子 の ア ー ス 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 と
、
一 端 側 が 略 先 鋭 状 に 形 成 さ れ る 複 数 の 電 極 部 を 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 し 、 前 記 電 極
部 の 他 端 側 を 前 記 複 数 の 圧 電 振 動 子 の 少 な く と も ２ 個 以 上 の 圧 電 振 動 子 の 信 号 電 極 に 対 し
一 個 の 割 合 で 電 気 的 に 接 続 さ せ る 第 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 と 、
前 記 複 数 の 電 極 部 の 一 端 側 に そ れ ぞ れ 導 電 部 材 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る リ ー ド 電 極 を
有 す る 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 導 電 部 材 は 樹 脂 材 料 中 に 銀 の 粒 子 を 分 散 さ せ て 導 電 性 を 得 て い る 材 料 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
一 面 側 に 形 成 さ れ た ア ー ス 電 極 、 及 び 、 他 面 側 に 形 成 さ れ た 信 号 電 極 を 各 々 有 し 、 所 定 間
隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ た 複 数 の 圧 電 振 動 子 の 前 記 ア ー ス 電 極 に 電 気 的 に 第 １ の フ レ キ
シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 を 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 と 、
一 端 側 が 略 先 鋭 状 に 形 成 さ れ る 複 数 の 電 極 部 を 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 し た 第 ２ の フ
レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の 前 記 電 極 部 の 他 端 側 を 前 記 複 数 の 圧 電 振 動 子 の 少 な く と も ２ 個
以 上 の 圧 電 振 動 子 の 信 号 電 極 に 対 し 一 個 の 割 合 で 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 と 、
前 記 複 数 の 電 極 部 の 一 端 側 に そ れ ぞ れ 導 電 部 材 を 介 し て 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板
の リ ー ド 電 極 を 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 の 製 造
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 超 音 波 診 断 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の 種 の 超 音 波 探 触 子 と し て は 、 図 ３ に 示 す よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 超 音 波 探 触 子 は 、 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ る 複 数 個 の 圧 電 振 動 子 ２ ２ を 備 え
、 こ れ ら 圧 電 振 動 子 ２ ２ の 下 面 部 に は ２ 層 の バ ッ キ ン グ 材 ２ ３ ， ２ ４ が 接 着 さ れ て い る 。
ま た 、 こ れ ら 圧 電 振 動 子 ２ ２ の 上 面 部 に は 音 響 整 合 層 ２ ５ ， ２ ６ が 層 状 に 接 着 さ れ 、 さ ら
に 音 響 整 合 層 ２ ６ の 上 面 部 に は 音 響 レ ン ズ ２ ７ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
圧 電 振 動 子 ２ ２ の 背 面 側 に は ア ー ス 電 極 ２ ８ が 設 け ら れ 、 こ の ア ー ス 電 極 ２ ８ に は ア ー ス
ラ イ ン と な る 銅 板 ２ ９ が ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。 圧 電 振 動 子 ２ ２ の 前 面 側 に は 信 号 電 極 ３
０ が 設 け ら れ 、 こ の 信 号 電 極 ３ ０ に は 製 品 サ イ ズ に 応 じ て 個 々 に 製 造 さ れ た フ レ キ シ ブ ル
プ リ ン ト 基 板 （ 以 下 、 Ｆ Ｐ Ｃ と い う ） ３ １ の リ ー ド 線 ３ ２ が ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
圧 電 振 動 子 ２ ２ の 上 下 面 部 に は 、 図 ４ に も 示 す よ う に 電 極 ３ ３ ， ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。
ア ー ス 電 極 ２ ８ と 信 号 電 極 ３ ０ は 電 極 ３ ３ ， ３ ４ か ら 引 き 出 さ れ 、 金 或 い は 、 銀 に よ っ て
形 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ３ ０ ７ ９ ９ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 従 来 に お い て は 、 振 動 子 ２ ２ が 配 列 ピ ッ チ を ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 と し て 数 百 個
配 列 さ れ 、 こ れ ら 振 動 子 ２ ２ に 対 し て そ れ ぞ れ リ ー ド 線 ３ ２ を 一 本 ず つ ハ ン ダ 付 け す る 必
要 が あ る た め 、 製 造 歩 留 が 低 下 す る と い う 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 超 音 波 探 触 子 の サ イ ズ 及 び 配 列 数 に よ っ て 信 号 ラ イ ン 用 の Ｆ Ｐ Ｃ ３ １ を 個 別 に 用 意
し な け れ ば な ら ず 、 Ｆ Ｐ Ｃ ３ １ の 価 格 が 高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 振 動 子 ２ ２ の 高 さ 寸 法 は ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ 程 度 と 低 い た め 、 上 下 面 の 電 極 ３ ３
， ３ ４ を 短 絡 さ せ な い よ う に ア ー ス 電 極 ２ ８ 及 び 信 号 電 極 ３ ０ を 形 成 す る こ と が 困 難 で 、
歩 留 ま り を 低 下 さ せ る 要 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 リ ー ド 線 ３ ２ と 信 号 電 極 ３ ０ の ハ ン ダ 付 け で は フ ラ ッ ク ス の 塗 布 工 程 と 、 ハ ン ダ 付
け 部 分 の 保 護 樹 脂 を 塗 布 、 硬 化 す る 工 程 が 必 要 と な り 、 製 造 工 程 数 が 多 く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 昨 今 、 電 気 機 器 に 求 め ら れ て い る 鉛 フ リ ー ハ ン ダ へ の 対 応 も 難 し い も の と な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 材 料 コ ス ト が 安
く 、 製 造 歩 留 ま り を 高 く で き る よ う に し た 超 音 波 探 触 子 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の も の は 、 一 面 側 に 形 成 さ れ た ア ー ス 電 極 、 及 び
他 面 側 に 形 成 さ れ た 信 号 電 極 を 各 々 有 し 、 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ た 複 数 の 圧 電
振 動 子 と 、 こ れ ら 圧 電 振 動 子 の ア ー ス 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ の フ レ キ シ ブ ル プ リ
ン ト 基 板 と 、 一 端 側 が 略 先 鋭 状 に 形 成 さ れ る 複 数 の 電 極 部 を 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設
し 、 前 記 電 極 部 の 他 端 側 を 前 記 複 数 の 圧 電 振 動 子 の 少 な く と も ２ 個 以 上 の 圧 電 振 動 子 の 信
号 電 極 に 対 し 一 個 の 割 合 で 電 気 的 に 接 続 さ せ る 第 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 と 、 前 記
複 数 の 電 極 部 の 先 鋭 状 部 側 に そ れ ぞ れ 導 電 部 材 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る リ ー ド 電 極 を
有 す る 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の も の は 、 一 面 側 に 形 成 さ れ た ア ー ス 電 極 、 及 び 、 他 面 側 に 形 成 さ れ た 信 号
電 極 を 各 々 有 し 、 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ た 複 数 の 圧 電 振 動 子 の 前 記 ア ー ス 電 極
に 電 気 的 に 第 １ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 を 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 と 、 一 端 側 が 略 先 鋭
状 に 形 成 さ れ る 複 数 の 電 極 部 を 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 し た 第 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ
ン ト 基 板 の 前 記 電 極 部 の 他 端 側 を 前 記 複 数 の 圧 電 振 動 子 の 少 な く と も ２ 個 以 上 の 圧 電 振 動
子 の 信 号 電 極 に 対 し 一 個 の 割 合 で 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 と 、 前 記 複 数 の 電 極 部 の 一 端 側 に
そ れ ぞ れ 導 電 部 材 を 介 し て 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の リ ー ド 電 極 を 電 気 的 に 接 続
す る 工 程 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 の 形 態 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 　 図 １ は 本 発
明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 超 音 波 探 触 子 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 超 音 波 探 触 子 は 、 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ た 複 数 個 の 圧 電 振 動 子 １ を 備 え 、
こ れ ら 圧 電 振 動 子 １ の 上 面 部 に は ２ 層 の 音 響 整 合 層 ２ ， ３ と 音 響 レ ン ズ ４ と が 配 設 さ れ て
い る 。 圧 電 振 動 子 １ の 下 面 部 に は 第 １ 及 び 第 ２ の バ ッ キ ン グ 材 ５ ， ６ が 層 状 に 接 着 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
圧 電 振 動 子 １ と 第 １ の バ ッ キ ン グ 材 ５ の 接 着 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の バ ッ キ ン グ 材 ５ ， ６ 同 士
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の 接 着 は そ れ ぞ れ 熱 硬 化 型 の エ ポ キ シ 接 着 剤 で 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
圧 電 振 動 子 １ は ０ ． １ ｍ ｍ の ピ ッ チ で 配 列 さ れ 、 そ の 幅 寸 法 は ０ ． ０ ７ ｍ ｍ 、 間 隔 は ０ ．
０ ３ ｍ ｍ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
圧 電 振 動 子 １ の 上 下 面 部 に は 銀 の 厚 膜 に よ り 上 面 及 び 下 面 の 電 極 ７ ， ９ が 形 成 さ れ て い る
。 上 面 電 極 ７ は ア ー ス 電 極 で あ り 、 こ の 上 面 電 極 ７ に は 導 電 ペ ー ス ト に よ り 第 １ の フ レ キ
シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 （ 以 下 、 第 １ の Ｆ Ｐ Ｃ と い う ） ８ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 第
１ の Ｆ Ｐ Ｃ ８ の 電 極 １ ９ は テ ー プ 状 の ポ リ イ ミ ド 樹 脂 か ら な る 絶 縁 部 材 の 一 方 の 表 面 の 全
体 を 厚 さ １ ８ μ ｍ の 銅 箔 に よ っ て 被 覆 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 こ の 銅 箔 の 表 面 に
は さ ら に 厚 さ ０ ． ０ ５ μ ｍ の 金 メ ッ キ が 施 さ れ て い る 。 こ の 金 メ ッ キ は 銅 箔 の 酸 化 を 防 止
し 、 確 実 な 導 通 を 得 る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
圧 電 振 動 子 １ の 下 面 電 極 ９ は 信 号 電 極 で あ り 、 こ の 下 面 電 極 ９ に は 、 第 ２ の フ レ キ シ ブ ル
プ リ ン ト 基 板 （ 以 下 、 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ と い う ） １ ０ の 一 端 部 側 が 導 電 ペ ー ス ト を 介 し て 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 一 端 部 側 に は 、 複 数 の 電 極 部 １ １ が 所 定 間 隔 を 存 し て 並 列 に 配 設 さ れ
て い る 。 複 数 の 電 極 部 １ １ は 銅 箔 と こ の 銅 箔 の 表 面 に 施 さ れ る 金 メ ッ キ と か ら な る 。 複 数
の 電 極 部 １ １ は そ れ ぞ れ 一 端 部 側 が 略 先 鋭 状 に 形 成 さ れ 、 他 端 部 側 が ３ 個 の 圧 電 振 動 子 １
の 下 面 電 極 ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 他 端 部 側 に は 複 数 の 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 （ 以 下 、 第 ３ の
Ｆ Ｐ Ｃ と い う ） １ ２ ， １ ３ が 非 導 電 性 の エ ポ キ シ 接 着 剤 １ ４ に よ り 接 着 さ れ て い る 。 第 ３
の Ｆ Ｐ Ｃ １ ２ ， １ ３ 上 に は リ ー ド ラ イ ン と し て の リ ー ド 電 極 １ ５ が ２ 本 ず つ 形 成 さ れ て い
る 。 リ ー ド 電 極 １ ５ は そ れ ぞ れ 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 電 極 部 １ １ の 略 先 鋭 状 の 一 端 部 側 に 導
電 部 材 と し て の 導 電 ペ ー ス ト １ ６ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
圧 電 振 動 子 １ の 下 面 部 に は エ ポ キ シ 接 着 剤 ２ １ を 介 し て バ ッ キ ン グ 材 ５ ， ６ が 接 着 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 上 記 し た 超 音 波 探 触 子 の 製 造 方 法 を 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 下 面 部 の 全 面 に 銀 の 厚 膜 か ら な る 電 極 ７ ， ９ を 形 成 し
た 圧 電 振 動 子 の 基 材 １ ７ を 用 意 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
つ い で 、 こ の 基 材 １ ７ の 電 極 ７ ， ９ 上 に 銀 ペ ー ス ト １ ８ を 塗 布 し 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 電 極 ７ に 第 １ の Ｆ Ｐ Ｃ ８ の 一 端 部 側 、 電 極 ９ に 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 一 端 部 側 を そ れ ぞ
れ 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
各 振 動 子 １ の ア ー ス は 共 通 で よ く ， 第 １ の Ｆ Ｐ Ｃ ８ の 電 極 １ ９ は 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 一 端 側 に は 複 数 の 電 極 部 １ １ が 連 続 す る 状 態 で 形 成 さ れ て い る 。 複 数
の 電 極 部 １ １ の 一 端 側 は 略 先 鋭 状 に 形 成 さ れ 、 一 端 部 間 の ピ ッ チ は ０ ． ３ ｍ ｍ と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
つ い で 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 他 端 部 側 に 非 導 電 性 の 接 着 剤 １ ４
に よ り 複 数 枚 の 第 ３ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ２ ， １ ３ を 接 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 電 極 １ １ の 略 先 鋭 状 の 一 端 部 側 と
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第 ３ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ２ ， １ ３ の 電 極 １ ５ と の 間 に 導 電 ペ ー ス ト １ ６ を デ ィ ス ペ ン ス に よ り 塗 布
し て 熱 硬 化 さ せ る 。 硬 化 条 件 は 温 度 が １ ５ ０ ℃ で 、 加 熱 時 間 は ３ 分 間 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
し か る の ち 、 図 ２ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 圧 電 振 動 子 基 材 １ ７ の 下 面 部 に バ ッ キ ン グ 材 ５ ，
６ を エ ポ キ シ 接 着 剤 ２ １ に よ り 接 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 接 着 後 、 図 ２ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の Ｆ Ｐ Ｃ ８ 及 び 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ を 直 角 に 折
曲 し 、 こ の 折 曲 後 、 ダ イ サ ー に よ り 圧 電 振 動 子 基 材 １ ７ と 第 １ の Ｆ Ｐ Ｃ ８ 、 及 び 第 ２ の Ｆ
Ｐ Ｃ １ ０ の 電 極 １ １ 、 さ ら に バ ッ キ ン グ 材 ５ を ０ ． １ ｍ ｍ ピ ッ チ で 分 割 す る 。 こ の 工 程 に
よ り 、 複 数 個 の 圧 電 振 動 子 １ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 連 続 す る 複 数 の 電 極 １ １ が １ 個 ず つ に 分
割 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 分 割 に よ り 、 ３ 個 の 圧 電 振 動 子 １ に 対 し 一 個 の 電 極 １ １ を 介 し て 一 本 の リ ー ド 電 極 １
５ が 電 気 的 に 接 続 さ れ た 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
最 後 に 、 図 ２ （ ｇ ） に 示 す よ う に 、 分 割 さ れ た 圧 電 振 動 子 １ の 上 面 部 に 音 響 整 合 層 ２ ， ３
と レ ン ズ 層 ４ を 形 成 し て 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 し た よ う に 、 複 数 個 （ ３ 個 ） の 圧 電 振 動 子 １ に 対 し 、 一 個 の 電 極 １ １ を 介 し て 一 本 の
リ ー ド 電 極 １ ５ を 接 続 す る た め 、 リ ー ド 電 極 １ ５ と 振 動 子 １ の 高 精 度 な 位 置 合 わ せ や 、 細
か い 接 続 工 程 が 不 要 と な り 製 造 歩 留 ま り を 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 リ ー ド ラ イ ン 用 の Ｆ Ｐ Ｃ １ ２ ， １ ３ を 様 々 な 仕 様 の 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 共 通 化 す
る こ と が で き コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は 、 音 響 整 合 層 ２ ， ３ を 振 動 子 基 材 １ ７ の 分 割 後 に 形 成 し た
が 、 振 動 子 基 材 １ ７ の 分 割 前 に 形 成 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ の 複 数 の 電 極 １ １ は 山 形 状 に 連 続 す る 構 成 と し た が 、 こ れ に 限 ら
れ る こ と な く 、 他 の 形 状 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 第 ２ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ０ と 第 ３ の Ｆ Ｐ Ｃ １ ２ ， １ ３ と の 間 に 導 電 ペ ー ス ト を デ ィ ス ペ ン
ス に よ り 塗 布 し て い る が 、 例 え ば イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 に よ り 供 給 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ の 他 、 本 発 明 は そ の 要 旨 の 範 囲 内 で 、 種 々 変 形 実 施 可 能 な こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ー ド ラ イ ン 用 の 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基
板 を 様 々 な 仕 様 の 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 共 通 化 す る こ と が で き コ ス ト を 低 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 リ ー ド ラ イ ン と 振 動 子 の 高 精 度 な 位 置 合 わ せ や 、 細 か い 接 続 工 程 が 不 要 と な り 製 造
歩 留 ま り を 高 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 超 音 波 探 触 子 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 超 音 波 探 触 子 の 製 造 工 程 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 従 来 に お け る 圧 電 振 動 子 の 電 極 配 置 構 成 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 圧 電 振 動 子 、 ５ ， ６ … バ ッ キ ン グ 材 、 ７ … 上 面 電 極 （ ア ー ス 電 極 ） 、 ８ … 第 １ の フ レ
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キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 、 ９ … 下 面 電 極 （ 信 号 電 極 ） 、 １ ０ … 第 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト
基 板 、 １ １ … 電 極 部 、 １ ２ … 第 ３ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 １ ４ … エ ポ キ シ 接 着 剤 （ 非 導 電 性
の 接 着 剤 ） 、 １ ５ … リ ー ド 電 極 、 １ ６ … 導 電 ペ ー ス ト （ 導 電 部 材 ） 、 １ ７ … 振 動 子 基 材 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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